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●
は
じ
め
に

　

ト
ル
コ
に
お
い
て
テ
ロ
の
連
鎖
が
止

ま
ら
な
い
。
二
〇
一
五
年
六
月
か
ら

二
〇
一
六
年
四
月
ま
で
に
ア
ン
カ
ラ
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
中
心
に
七
回
も
の
大

規
模
テ
ロ
が
発
生
し
た
（
表
１
参
照
）。

犯
行
声
明
が
出
て
い
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
実
行
犯
は
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
自
由

の

鷹
（T

eyrêbazên A
zadiya 

K
urdistan

：
Ｔ
Ａ
Ｋ
）⑴
と
、「
イ
ス
ラ

ー
ム
国
」（Islam

ic State

：
Ｉ
Ｓ
）⑵

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｔ
Ａ
Ｋ
が
活
動
を
活
発
に
さ
せ
た
背

景
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
の
ト
ル
コ
政

府
と
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
労
働
者
党

（Partiya K
arkerên K

urdistan

：

Ｐ
Ｋ
Ｋ
）
の
停
戦
破
棄
、
そ
し
て
停
戦

破
棄
以
降
、
ト
ル
コ
南
東
部
で
の
ト
ル

コ
軍
と
Ｐ
Ｋ
Ｋ
、
特
に
青
年
過
激
派
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
愛
国
革
命
青
年
運
動

（Y
urtsever D

evrim
ci G

ençlik 
H

areket

：
Ｙ
Ｄ
Ｇ

－

Ｈ
）
の
衝
突
に

よ
る
ク
ル
ド
人
の
犠
牲
者
の
増
加
に
求

め
ら
れ
る
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
が
Ｐ
Ｋ
Ｋ
傘
下
の

組
織
か
ど
う
か
に
関
し
て
検
討
の
余
地

は
あ
る
と
し
て
も
、
都
市
部
に
潜
ん
で

い
た
潜
在
的
過
激
派
が
そ
の
活
動
を
活

発
化
し
た
理
由
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
Ｉ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
ト
ル
コ
に

お
け
る
Ｉ
Ｓ
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ト
ル

コ
の
Ｉ
Ｓ
は
一
枚
岩
の
組
織
な
の
か
、

そ
の
目
的
と
は
何
か
、
な
ど
い
ま
だ
に

多
く
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

二
〇
一
五
年
以
前
、
ト
ル
コ
は
シ
リ
ア

に
向
か
う
外
国
人
戦
闘
員
の
交
通
路
と

な
っ
て
い
た
が
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
Ｉ

Ｓ
の
活
動
は
可
視
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
（
参
考
文
献
①
）。
し
か
し
、

二
〇
一
五
年
以
降
、
Ｉ
Ｓ
は
ト
ル
コ
で

五
回
の
テ
ロ
を
実
行
し
、
二
〇
一
五
年

六
月
か
ら
は
ト
ル
コ
語
に
よ
る
機
関
紙

『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ニ
エ
』

（Konstantiniyye

）
を
発
刊
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
最
近
の
ト
ル
コ
に
お
け
る

テ
ロ
に
関
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
が
い

ま
だ
不
鮮
明
な
、
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
の
活
動

に
焦
点
を
当
て
、
入
手
可
能
な
公
開
情

報
を
基
に
、
そ
の
起
源
と
構
成
に
つ
い

て
素
描
す
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

①
二
〇
一
五
年
に
ト
ル
コ
で
起
き
た
一

連
の
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
の
実
行
犯
で
あ

り
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
出
身
者
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・

グ
ル
ー
プ
」（D

okum
acılar Grubu

）、

②
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
と
並
び
、
Ｉ
Ｓ
の

戦
闘
員
を
輩
出
し
て
い
る
ビ
ン
ギ
ョ
ル

県
に
お
け
る
過
激
派
の
ル
ー
ツ
、
③

二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
に
内
務
省

が
公
開
し
た
危
険
人
物
リ
ス
ト
に
お
い

て
最
重
要
人
物
に
指
定
さ
れ
た
イ
ル
ハ

ミ
・
バ
ル
（İlham

i Balı

）
に
代
表
さ

れ
る
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
の
幹
部
、
④
Ｉ
Ｓ
が

ト
ル
コ
の
な
か
で
も
潜
伏
先
、
兵
站
線

と
し
て
使
用
し
て
い
る
キ
リ
ス
県
と
ガ

ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
県
の
状
況
、
と
い
う
四

つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ

の
実
態
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

●
「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー

プ
」
の
起
源
と
実
態

⑴�

「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」

に
よ
る
一
連
の
テ
ロ
事
件

　

表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年

の
間
に
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
テ
ロ
が
ト
ル
コ
で

三
回
起
き
た
。
最
初
の
テ
ロ
は
、
六
月

五
日
に
ク
ル
ド
系
政
党
の
人
民
民
主
主

義

党
（H

alkların D
em

okratik 
Partisi

：
Ｈ
Ｄ
Ｐ
）
の
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク

ル
に
お
け
る
集
会
で
爆
発
が
起
こ
り
、

分析リポート

ト
ル
コ
に
お
い
て
伸
張
す
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」

　
―
そ
の
起
源
と
構
成
―

今
井 

宏
平

表 1　2015 年 6月以降にトルコで発生した主なテロ
日時 場所 実行犯 犠牲者

2015 年 6 月 5 日 ディヤルバクル IS 4 名死亡

2015 年 7 月 20 日 スルチ IS 32 名死亡

2015 年 10 月 10 日 アンカラ IS 103 名死亡

2016 年 1 月 12 日 イスタンブル IS 10 名死亡

2016 年 2 月 17 日 アンカラ TAK 28 名死亡

2016 年 3 月 13 日 アンカラ TAK 37 名死亡

2016 年 3 月 18 日 イスタンブル IS 5 名死亡

（出所）新聞など参照し、筆者作成。
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四
名
が
死
亡
、
一
〇
〇
名
か
ら
四
〇
〇

名
の
負
傷
者
が
出
た
。
こ
の
集
会
に
は

Ｈ
Ｄ
Ｐ
の
共
同
党
首
で
あ
る
セ
ラ
ハ
ッ

テ
ィ
ン
・
デ
ミ
ル
タ
シ
ュ
（Selhattin 

D
em

irtaş
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
Ｈ

Ｄ
Ｐ
の
議
員
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
の

事
件
の
実
行
犯
と
し
て
そ
の
後
、
ガ
ズ

ィ
ア
ン
テ
プ
県
で
拘
束
さ
れ
た
の
が
、

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
出
身
の
若
者
、
オ
ル
ハ

ン
・
ギ
ョ
ン
デ
ル
で
あ
っ
た
。
ギ
ョ
ン

デ
ル
は
、
自
爆
で
は
な
く
、
集
会
の
近

く
で
携
帯
電
話
を
売
っ
て
い
た
男
に
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
爆
弾
を
「
睡
眠

薬
が
入
っ
て
い
る
の
で
集
会
が
終
わ
る

ま
で
預
か
っ
て
く
れ
」
と
預
け
、
犯
行

に
及
ん
だ
（T

24

、
二
〇
一
五
年
六
月

八
日
付
、http://t24.com

.tr/haber/
diyarbakirdaki-saldirilari-
gerceklestiren-kisinin-isid-
m

ilita
n

i-o
ld

u
g

u
-id

d
ia

-
edildi,299106

）。

　

七
月
二
〇
日
に
は
、
ト
ル
コ
南
東
部

の
シ
ャ
ン
ル
ウ
ル
フ
ァ
県
ス
ル
チ
で
コ

バ
ニ
（
ア
イ
ン
・
ア
ラ
ブ
）
復
興
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
狙
っ
た
自
爆
テ
ロ
が
起

こ
り
、
三
二
名
が
死
亡
、
一
〇
〇
名
以

上
が
負
傷
し
た
。
ス
ル
チ
は
、

二
〇
一
四
年
九
月
か
ら
二
〇
一
五
年
一

月
ま
で
Ｉ
Ｓ
と
ク
ル
ド
民
主
統
一
党

(Partiya Y
ekîtiya D

em
okrat

：
Ｐ

Ｙ
Ｄ
）
お
よ
び
そ
の
軍
事
部
門
で
あ
る

ク
ル
ド
人
民
防
衛
隊
（Y

ekîneyên 
Parastina Gel

：
Ｙ
Ｐ
Ｇ
）
を
中
心
と

し
た
ク
ル
ド
人
勢
力
が
激
し
く
争
っ
た

シ
リ
ア
の
コ
バ
ニ
か
ら
国
境
を
挟
ん
で

程
近
い
地
域
で
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
い
た
の
は
、
主
に
ク
ル

ド
人
の
若
者
で
あ
っ
た
。
ス
ル
チ
の
事

件
の
実
行
犯
も
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
出
身
の

二
〇
歳
の
若
者
、
シ
ェ
イ
フ
・
ア
ブ
ド

ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ア
ラ
ギ
ョ
ズ
で
あ
っ

た
。

　

さ
ら
に
一
〇
月
一
〇
日
に
ア
ン
カ
ラ

の
中
心
部
、
ス
ー
ヒ
エ
で
主
に
ク
ル
ド

系
団
体
と
左
派
系
団
体
に
よ
っ
て
催
さ

れ
た
平
和
を
求
め
る
集
会
を
狙
っ
た
大

規
模
な
自
爆
テ
ロ
が
発
生
、
一
〇
三
名

が
犠
牲
と
な
り
、
ト
ル
コ
共
和
国
史
上

最
悪
の
テ
ロ
事
件
と
な
っ
た
。
こ
の
自

爆
テ
ロ
の
実
行
犯
は
そ
の
後
、
ス
ル
チ

で
の
自
爆
テ
ロ
の
実
行
犯
で
あ
っ
た
シ

ェ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
の
兄

で
二
五
歳
の
ユ
ヌ
ス
・
エ
ム
レ
・
ア
ラ

ギ
ョ
ズ
と
、
シ
リ
ア
人
の
男
性
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
に
起
き
た
三
回
の
テ
ロ

実
行
犯
は
い
ず
れ
も
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
出

身
の
若
者
で
あ
り
、
標
的
と
さ
れ
た
の

は
主
に
ク
ル
ド
人
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
。
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
出
身
の
ト
ル
コ
人

か
ら
構
成
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

当
初
「
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
ア
ド

ゥ
ヤ
マ
ン
で
Ｉ
Ｓ
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
を

し
て
い
た
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ド
ク
マ
ジ
ュ

（M
ustafa D

okum
acı

）
の
名
前
を
と

っ
て
、「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ア
ル
・

モ
ニ
タ
ー
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
三

日

付
、http://w

w
w

.al-m
onitor.

com
/pulse/originals/2015/10/

turkey-syria-
isis-adiyam

an-
suicide-bom

ber-
arsenal.htm

l#

）。

ト
ル
コ
の
内
務
省

が
公
表
し
た
危
険

人
物
リ
ス
ト
に
お

い
て
、「
ド
ク
マ

ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル

ー
プ
」
は
、
リ
ク

ル
ー
タ
ー
で
あ
る

ド
ク
マ
ジ
ュ
が
最

も
危
険
と
さ
れ
る

赤
色
リ
ス
ト
に
、

そ
れ
以
外
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
の
次
に

危
険
な
青
色
リ
ス

ト
に
名
を
連
ね
た

（
表
２
参
照
）。
内

務
省
は
二
〇
一
六

年
四
月
初
旬
に
リ

ス
ト
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
、
青
色
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
る

Ｉ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
は
二
〇
名
と
な
っ
た
。

⑵�

「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」

の
結
成

　

そ
れ
で
は
、「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・

グ
ル
ー
プ
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
結
成

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り

は
ま
ず
、
彼
ら
の
出
身
地
で
あ
る
ア
ド

ゥ
ヤ
マ
ン
に
あ
る
。
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
は

表 2　内務省の危険人物リスト（青色）に名を連ねた IS 関係者
名前 出身 出生年

ハジ・ユスフ・クズルベイ（Hacı Yusuf KIZILBAY） アドゥヤマン 1993
カスム・デレ（Kasım DERE） アドゥヤマン 1984
マフムット・ガーズィ・デュンダル（Mahmut Gazi DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
メフメット・ムスタファ・チェヴィック（Mehmet Mustafa ÇEVİK）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1992
オメル・デニズ・デュンダル（Ömer Deniz DÜNDAR） アドゥヤマン 1993
ヤクップ・アクトゥルム（Yakup AKTULUM）⇒当局監視下 アドゥヤマン 1988
メフメット・イシィク（Mehmet İŞİK） アドゥヤマン 1996
メフメット・タシャル（Mehmet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
ムハメット・ザナ・アルカン（Muhammet Zana ALKAN） アドゥヤマン 1995
エルセル・オジャック（Ersel OCAK） アドゥヤマン 1994
マフムット・ガジィ・タタル（Mahmut Gazi TATAR）⇒ YPG に拘束 アドゥヤマン 1991
レジェップ・ヤマン（Recep YAMAN） アドゥヤマン 1984
アイシェヌル・インジ（Ayşenur İNCİ） アドゥヤマン 1994
デメト・タシャル（Demet TAŞAR） アドゥヤマン 1994
メルヴェ・デュンダル（Merve DÜNDAR） ドイツ 1996
ウルカル・マモドヴァ（Ulkar MAMODOVA） アゼルバイジャン 1987
カディル・ギョズカラ（Kadir GÖZÜKARA） アドゥヤマン 1992

（出所）“İçişleri Bakanlığı en çok arananlar listesini yayınladı”, Radikal, 28 Ekim, 2015.
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ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ

る
。
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
で
Ｉ
Ｓ
の
リ
ク
ル

ー
ト
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、

二
〇
一
三
年
頃
か
ら
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
で
あ
る
ド
ク
マ

ジ
ュ
は
大
学
入
学
の
準
備
を
し
て
い
た

マ
フ
ム
ッ
ト
・
ガ
ー
ズ
ィ
・
デ
ュ
ン
ダ

ル
と
オ
メ
ル
・
デ
ニ
ズ
・
デ
ュ
ン
ダ
ル

と
い
う
二
人
の
兄
弟
を
誘
い
入
れ
、
彼

ら
を
シ
リ
ア
に
渡
航
さ
せ
た
（『
ラ
デ

ィ
カ
ル
』
紙
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月

一
二
日
付
、http://w

w
w

.radikal.
com

.tr/turkiye/ankara-saldirisini-
dokum

acilar-m
i-yapti-1449795/

）。

次
に
名
前
が
出
て
く
る
の
が
ア
ン
カ
ラ

の
テ
ロ
の
実
行
犯
で
あ
っ
た
ユ
ヌ
ス
・

エ
ム
レ
で
あ
る
。
ユ
ヌ
ス
・
エ
ム
レ
は

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
の
中
心
地
に
近
い
バ
フ

チ
ェ
チ
ッ
ク
地
区
の
出
身
で
、
ア
ラ
ビ

ア
語
の
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、

二
〇
〇
八
年
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、

シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
な
ど
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
の

過
程
で
イ
ス
ラ
ー
ム
、
特
に
過
激
な
言

説
に
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
に
帰
国

後
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
チ
ャ
イ
・
オ
ジ

ャ
ッ
ク
」
と
い
う
チ
ャ
イ
ハ
ネ
（
ト
ル

コ
の
喫
茶
店
）
を
始
め
る
と
と
も
に
、

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
の
い
く
つ
か
の
地
区
で

若
者
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
説
い
て

い
た
。
弟
の
シ
ェ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ラ
フ
マ
ン
も
チ
ャ
イ
ハ
ネ
を
手
伝
っ
て

い
た
。
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
の
事
件
の
実

行
犯
で
あ
る
オ
ル
ハ
ン
も
同
じ
バ
フ
チ

ェ
チ
ッ
ク
地
区
に
住
み
、
ユ
ヌ
ス
・
エ

ム
レ
の
経
営
す
る
チ
ャ
イ
ハ
ネ
に
よ
く

顔
を
だ
す
友
人
で
あ
っ
た
。
ユ
ヌ
ス
・

エ
ム
レ
は
、
チ
ャ
イ
ハ
ネ
の
中
二
階
を

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
を
説
い
た
り
、
議

論
し
た
り
す
る
サ
ロ
ン
と
し
て
使
用
し
、

そ
の
部
屋
の
ひ
と
つ
を
礼
拝
所
と
し
て

い
た
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
ギ
ョ
ン

デ
ル
の
父
親
な
ど
が
息
子
の
行
動
が
お

か
し
い
と
し
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
・
チ

ャ
イ
・
オ
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
訪
問
す
る
と

と
も
に
、警
察
に
通
報
し
た
。
ユ
ヌ
ス
・

エ
ム
レ
は
二
回
に
渡
り
、
警
察
に
出
頭

さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
・

チ
ャ
イ
・
オ
ジ
ャ
ッ
ク
」
は
閉
店
し
、

ア
ラ
ギ
ョ
ズ
兄
弟
は
二
人
と
も

二
〇
一
五
年
三
月
か
ら
行
方
不
明
に
な

っ
た
。

　

ド
ク
マ
ジ
ュ
は
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
か

ら
約
四
〇
〇
人
の
若
者
を
Ｉ
Ｓ
に
引
き

入
れ
、
そ
の
内
六
〇
人
は
自
爆
テ
ロ
実

行
犯
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て

い
る

⑶
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ク
ル
ー
ト
さ

れ
た
若
者
の
親
も
状
況
を
静
観
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
リ
ア
へ
渡
っ
た

若
者
の
親
の
多
く
は
、
ト
ル
コ
警
察
に

調
査
を
依
頼
し
た
り
、
シ
リ
ア
も
し
く

は
シ
リ
ア
国
境
ま
で
直
接
出
向
い
て
息

子
を
説
得
し
た
り
し
て
い
る
（『
ラ
デ

ィ
カ
ル
』
紙
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
五

日

付
、http://w

w
w

.radikal.com
.

tr/turkiye/diyarbakir-saldirisinin-
arka-plani-alevi-kurt-zanli-iside-
boyle-katilm

is-1379173/

）。
し
か
し
、

多
く
の
場
合
、
親
た
ち
は
子
ど
も
た
ち

と
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
運
よ
く
引
き

戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
多
く

の
若
者
は
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
に

陥
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｙ
Ｐ
Ｇ
に
よ
っ
て
捕
虜
と
な

っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
マ
フ
ム
ッ
ト
・

ガ
ー
ジ
・
タ
タ
ー
ル
は
、
Ｉ
Ｓ
に
加
わ

る
前
に
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
の
チ
ャ
イ
ハ
ネ

で
実
施
さ
れ
て
い
た
「
宗
教
教
育
キ
ャ

ン
プ
」
に
参
加
し
た
と
証
言
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
は
、
Ｉ
Ｓ

に
出
身
者
が
加
わ
る
だ
け
で
な
く
、
ト

ル
コ
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
の
出
先
の
役
割
も

果
た
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

通
常
、
ト
ル
コ
国
内
で
リ
ク
ル
ー
ト

さ
れ
た
若
者
は
、
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
県

か
ら
シ
リ
ア
に
入
り
、以
前
は
タ
ッ
ル
・

ア
ブ
ヤ
ド
、
二
〇
一
五
年
後
半
か
ら
は

ラ
ッ
カ
に
赴
く
。「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・

グ
ル
ー
プ
」
の
メ
ン
バ
ー
は
、
Ｐ
Ｙ
Ｄ

／
Ｙ
Ｐ
Ｇ
と
の
戦
闘
に
参
加
し
て
お
り
、

前
記
し
た
オ
ル
ハ
ン
・
ギ
ョ
ン
デ
ル
、

シ
ェ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
と

ユ
ヌ
ス
・
エ
ム
レ
の
ア
ラ
ギ
ョ
ズ
兄
弟

も
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
タ
ッ
ル
・
ア

ブ
ヤ
ド
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

⑶�

共
和
人
民
党
代
表
団
に
よ
る
ア
ド
ゥ

ヤ
マ
ン
で
の
聞
き
取
り
調
査

　

デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
と
ス
ル
チ
で
の
事

件
を
受
け
、
第
二
政
党
の
共
和
人
民
党

（Cum
huriyet H

alk Partisi

：
Ｃ
Ｈ

Ｐ
）
の
議
員
団
が
二
〇
一
五
年
七
月

三
〇
日
と
三
一
日
に
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
を

訪
問
し
、
そ
こ
で
Ｉ
Ｓ
に
渡
っ
た
若
者

た
ち
の
家
族
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
、
警
察
署

職
員
、
さ
ら
に
は
ス
ル
チ
で
の
テ
ロ
実

行
犯
と
し
て
服
役
し
て
い
る
ギ
ョ
ン
デ

ル
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

（
Ｃ
Ｈ
Ｐ
議
員
団
の
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
に

お
け
る
調
査
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
、

h
ttp

s://w
w

w
.ch

p
.org

.tr/
H

a
b

e
r

l
e

r
/

1
7

/
c

h
p

-
m

illetvekillerinin-adiyam
anda-

yaptiklari-incelem
eye-iliskin-

rapor-2651.aspx

）⑷
。

　

そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
Ｉ
Ｓ
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
若

者
の
行
動
は
、
①
若
者
た
ち
は
夜
九
時

か
ら
一
〇
時
あ
た
り
に
家
を
抜
け
出
し
、

チ
ャ
イ
ハ
ネ
に
行
き
、
夜
遅
く
も
し
く

は
朝
方
帰
宅
す
る
、
②
ひ
げ
を
伸
ば
し

た
り
、
伝
統
的
な
ム
ス
リ
ム
の
衣
装
を

身
に
着
け
た
り
す
る
、
③
母
親
や
女
兄

弟
に
ス
カ
ー
フ
を
着
用
す
る
よ
う
に
論
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じ
る
、
④
政
府
が
指
名
し
た
導
師
、
政

府
が
運
営
す
る
モ
ス
ク
で
礼
拝
す
る
こ

と
を
否
定
す
る
、
⑤
ト
ル
コ
の
他
の
地

域
に
旅
行
に
行
く
と
い
う
名
目
で
数
万

円
持
っ
て
外
出
す
る
（
実
際
は
シ
リ
ア

に
行
く
）、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
シ
リ
ア
で
ロ
シ
ア
人
や
ド
イ
ツ

人
の
女
性
と
結
婚
し
、
妻
、
場
合
に
よ

っ
て
は
子
ど
も
を
と
も
な
っ
て
ア
ド
ゥ

ヤ
マ
ン
に
帰
省
す
る
。
多
く
の
者
は
、

一
度
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
に
帰
省
し
て
か
ら

再
度
シ
リ
ア
に
渡
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ギ
ョ
ン
デ
ル
と
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
お
い
て
、
ギ
ョ
ン
デ
ル
は
家
族

か
ら
常
に
勉
強
し
ろ
、
働
け
と
い
わ
れ

る
こ
と
に
反
発
し
て
い
た
こ
と
、
学
習

塾
に
入
っ
て
か
ら
礼
拝
を
し
た
り
、
国

際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
ト
ル

コ
国
内
で
も
最
有
力
の
神
秘
主
義
教
団

で
あ
る
ナ
ク
シ
ュ
バ
ン
デ
ィ
ー
教
団
の

会
合
に
参
加
し
た
り
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛

争
の
ビ
デ
オ
を
み
た
り
し
た
こ
と
を
説

明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｓ
と
爆
破

事
件
に
関
し
て
は
、
彼
自
身
は
シ
リ
ア

に
行
か
ず
、
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
に
は
爆

破
事
件
の
一
週
間
前
に
行
っ
た
こ
と
な

ど
を
説
明
し
て
い
る
。
た
だ
、
彼
自
身

が
面
会
の
際
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
精

神
的
に
病
ん
で
お
り
、
証
言
が
正
し
い

か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

⑷
な
ぜ
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
な
の
か

　

人
口
約
六
〇
万
の
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県

は
、
非
常
に
保
守
的
な
県
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
ク
ル
ド
系
政
党
の
支
持
基
盤

で
あ
る
ト
ル
コ
南
東
部
に
位
置
す
る
が
、

総
選
挙
で
は
二
〇
〇
二
年
以
降
、
公
正

発

展

党
（A

dalet ve K
alkınm

a 
Partisi

：
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
が
勝
利
し
続
け
て

い
る
。
二
〇
一
五
年
に
実
施
さ
れ
た
二

度
の
総
選
挙
に
お
い
て
も
Ａ
Ｋ
Ｐ
へ
の

高
い
支
持
率
が
目
立
っ
た
（
表
３
参

照
）。
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
か
ら
Ｉ
Ｓ
の

メ
ン
バ
ー
が
多
く
出
て
い
る
背
景
と
し

て
、
保
守
的
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に

従
順
で
あ
る
点
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
の

経
済
状
況
が
よ
く
な
い
点
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
ア
ル
・
モ
ニ
タ
ー
、

二
〇
一
五
年
七
月
二
三
日
付
、http://
w

w
w

.al-m
onitor.com

/pulse/
originals/2015/07/turkey-
adiyam

an-isis-connection-suruc-
bom

bing.htm
l#

）。
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン

県
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
熱
心
な
人
が
多
い

の
に
対
し
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
受
け

皿
と
な
る
地
域
に
根
ざ
し
た
有
力
な
イ

ス
ラ
ー
ム
組
織
が
な
い
。
こ
の
点
が
、

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
の
若
者
が
直
接
Ｉ
Ｓ

に
赴
く
よ
う
に
な
る
理
由
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
確
か
に
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
は
ト

ル
コ
国
内
の
有
力
な
神
秘
主
義
教
団
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
メ
ン
ズ
ィ
ル
教
団
」

（M
enzil Cem

atti

）
の
拠
点
で
あ
る
。

し
か
し
、「
メ
ン
ズ
ィ
ル
教
団
」
は
、

ト
ル
コ
共
和
国
の
原
則
の
ひ
と
つ
で
あ

る
政
教
分
離
を
受
け
入
れ
、
政
治
に
つ

い
て
は
論
じ
な
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て

い
る
。あ
く
ま
で
教
育
の
普
及
や
麻
薬
・

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た
め

の
リ
ハ
ビ
リ
を
活
動
の
中
心
に
据
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｓ
に
感
化
さ
れ

る
若
者
た
ち
が
欲
す
る
よ
う
な
活
動
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
ク
ル
ド
人
が
多
い
ト
ル
コ
の

南
東
部
は
、
失
業
率
が
ト
ル
コ
の
平
均

よ
り
も
か
な
り
高
い
（
図
１
参
照
）。

ト
ル
コ
統
計
協
会
の
数
値
を
参
考
に
す

る
と
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
の
失
業
率
は
、

二
〇
一
一
年
が
一
六
・
一
％
、
二
〇
一

二
年
が
一
五
・
八
％
、
二
〇
一
三
年
が

表 3　2015 年におけるトルコ総選挙の結果（550 議席）

政党／投票日 6 月 7 日総選挙
（投票率：83.9%）

6 月 7 日総選挙
（アドゥヤマン県）

11 月 1 日総選挙
（投票率：85.2%）

11 月 1 日総選挙
（アドゥヤマン県）

公正発展党 40.9%（258） 59% 49.5%（317） 69%

共和人民党 25.0%（132） 11% 25.3%（134） 11%

民族主義行動党 16.3%（80） 4.5% 11.9%（40） 3%

人民民主主義党 13.1%（80） 11% 10.8%（59） 14%

（出所）高等選挙委員会ウェブサイトを参照し、筆者作成。

図１　アドゥヤマン県とビンギョル県の失業率

（出所）トルコ統計局、世界銀行。
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九
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
（
ト
ル
コ
統

計
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、http://

w
w

w
.tuik.gov.tr/U

stM
enu.

do?m
etod=tem

elist

）。
ト
ル
コ
全

体
の
失
業
率
の
平
均
は
、
二
〇
一
一
年

が
九
・
八
％
、
二
〇
一
二
年
が
九
・
二
％
、

二
〇
一
三
年
が
八
・
七
％
と
な
っ
て
お

り
、
二
〇
一
一
年
と
一
二
年
の
ア
ド
ゥ

ヤ
マ
ン
県
の
失
業
率
は
ト
ル
コ
の
平
均

よ
り
も
約
六
％
高
い
（
二
〇
一
三
年
に

極
端
に
失
業
率
が
下
が
っ
て
い
る
理
由

は
定
か
で
は
な
い
）。
職
に
就
け
な
い

若
者
が
チ
ャ
イ
ハ
ネ
な
ど
に
集
ま
り
、

そ
こ
で
Ｉ
Ｓ
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
出
会

い
、
Ｉ
Ｓ
に
戦
闘
員
と
し
て
参
加
す
る

と
い
う
負
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
る
。

●
ク
ル
ド
対
ク
ル
ド

⑴
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
の
Ｉ
Ｓ
分
子

　

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
以
外
で
は
、
ビ
ン

ギ
ョ
ル
県
か
ら
も
Ｉ
Ｓ
に
渡
る
若
者
が

多
く
、
Ｉ
Ｓ
や
ヌ
ス
ラ
戦
線
な
ど
の
過

激
派
に
六
〇
〇
人
以
上
が
参
加
し
て
い

る
と
み
ら
れ
て
い
る
（
ア
ル
・
ジ
ャ
ジ

ー
ラ
・
ト
ル
コ
、http://appsaljazeera

.com
/ interactive/ isid_dosya/

bingol.htm
l

）。
ビ
ン
ギ
ョ
ル
に
は
、

ク
ル
ド
語
の
方
言
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ

れ
て
い
る
ザ
ザ
語
を
話
す
ザ
ザ
の
人
々

が
住
ん
で
い
る
。
ザ
ザ
な
ど
の
ク
ル
ド

人
の
な
か
の
さ
ら
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

人
々
は
、
自
身
の
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
が
不
安
的
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ク
ル
ド
と
い
う
民
族
よ
り
も
イ

ス
ラ
ー
ム
と
い
う
宗
教
を
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
上
位
に
据
え
て
い
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
己
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
不
安
定
化
さ
せ
て

い
る
ク
ル
ド
と
い
う
民
族
性
に
敵
意
を

抱
く
者
も
い
る
。
そ
う
し
た
イ
ス
ラ
ー

ム
へ
の
傾
倒
と
ク
ル
ド
と
い
う
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
へ
の
敵
意
が
、
一
部
の

ザ
ザ
の
人
々
を
シ
リ
ア
へ
と
赴
か
せ
て

い
る
。
ク
ル
ド
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
急
進

主
義
に
詳
し
い
ビ
ン
ギ
ョ
ル
大
学
の
メ

フ
メ
ッ
ト
・
ク
ル
ト
は
、「
サ
ラ
フ
ィ

ー
主
義
に
傾
倒
す
る
ク
ル
ド
人
は
ト
ル

コ
共
和
国
が
好
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、

同
時
に
（
Ｐ
Ｋ
Ｋ
の
よ
う
な
ク
ル
ド
人

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
強
調
す
る
）

ク
ル
ド
人
も
好
き
で
は
な
い
」
と
い
う

見
解
を
述
べ
て
い
る
（
ア
ル
・
モ
ニ
タ

ー
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
三
日
付
、

http://w
w

w
.al-m

onitor.com
/

pulse/originals/2015/07/turkey-
adiyam

an-isis-connection-suruc-
bom

bing.htm
l#

）。

　

ト
ル
コ
統
計
協
会
の
二
〇
一
四
年
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
は

ト
ル
コ
国
内
で
二
番
目
に
自
殺
率
が
高

く
⑸

、
近
年
特
に
そ
の
数
が
増
え
て
い

る
。
自
殺
の
理
由
は
、
将
来
へ
の
希
望

が
薄
い
こ
と
と
薬
物
依
存
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
若
者
に
と
っ
て
は
、
単
な
る

自
殺
よ
り
も
天
国
へ
の
扉
が
開
か
れ
る

（
と
彼
ら
が
信
じ
る
）
Ｉ
Ｓ
へ
の
参
加

と
自
爆
テ
ロ
の
方
が
魅
力
的
に
映
る
。

　

ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
で
も
、
Ｉ
Ｓ
の
リ
ク

ル
ー
ト
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
の
場
合
と
同
様
に
チ
ャ

イ
ハ
ネ
で
あ
り
、
そ
の
リ
ク
ル
ー
ト
方

法
は
、
①
Ｉ
Ｓ
に
加
わ
り
そ
う
な
若
者

と
宗
教
に
関
し
て
議
論
を
行
う
、
②
イ

ス
タ
ン
ブ
ル
や
ブ
ル
サ
に
小
旅
行
に
出

か
け
る
（
ト
ル
コ
人
の
ム
ス
リ
ム
と
し

て
「
堕
落
し
た
」
生
活
態
度
を
み
せ
る
）、

③
月
に
三
〇
〇
ド
ル
の
報
酬
を
手
渡
す
、

と
い
う
三
段
階
で
あ
っ
た
（
ミ
ド
ル
・

イ
ー
ス
ト
・
ア
イ
、
二
〇
一
五
年
一
二

月
一
一
日
付
、http://w

w
w

.m
iddle

easteye.net/in-depth/features/
rival-brothers-kurds-snatched-
islam

ic-state-1491602783

）。
そ
の

後
、
Ｉ
Ｓ
に
感
化
さ
れ
た
若
者
は
、
シ

リ
ア
も
し
く
は
イ
ラ
ク
に
向
か
い
、
戦

闘
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ン
ギ

ョ
ル
県
の
住
民
の
証
言
で
は
、
Ｉ
Ｓ
に

感
化
さ
れ
た
若
者
は
、
彼
等
が
堕
落
し

た
ム
ス
リ
ム
と
み
な
し
て
い
る
一
般
の

人
々
と
モ
ス
ク
で
一
緒
に
礼
拝
せ
ず
、

地
下
に
あ
る
礼
拝
室
で
礼
拝
し
て
い
た
。

ビ
ン
ギ
ョ
ル
出
身
の
有
力
な
Ｉ
Ｓ
グ
ル

ー
プ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
通
称
「
髭
を

生
や
し
た
人
々
」（Sakallılar

）
は

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
二
日
に
デ
ィ
ヤ

ル
バ
ク
ル
県
に
潜
伏
中
、
警
察
と
銃
撃

戦
に
な
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
五
名
、
警
察

官
二
名
が
死
亡
し
た
。

⑵�

ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
か
ら
Ｉ
Ｓ

へ
と
代
わ
る
受
け
皿

　

ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
は
一
九
八
〇
年
代
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
過
激
派
イ
ス
ラ
ー
ム

組
織
、
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
温

床
で
あ
っ
た（
参
考
文
献
②
）。ト
ル
コ
・

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
ー
と
は
関
係
が
な
い
、
ス
ン
ナ

派
ク
ル
ド
人
の
組
織
で
あ
る
。
た
だ
し
、

宗
派
は
異
な
る
も
の
の
、
Ｐ
Ｋ
Ｋ
に
対

す
る
利
害
が
一
致
し
て
い
た
た
め
、
イ

ラ
ン
が
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
を
支

援
し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ト
ル
コ
政
府
も
同
様
の
理
由
で
、
九
〇

年
代
後
半
に
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー

と
の
関
係
を
深
め
た
。
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
ー
は
Ｉ
Ｓ
や
Ｐ
Ｋ
Ｋ
が
当
初
採

っ
た
の
と
同
じ
戦
略
を
展
開
し
た
。
そ

れ
は
、「
近
い
敵
」、
す
な
わ
ち
Ｐ
Ｋ
Ｋ

な
ど
同
じ
ク
ル
ド
系
の
過
激
派
組
織
へ

の
攻
撃
で
あ
る
。
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
は
、
発
足
当
初
、
ラ
イ
バ
ル
関
係

に
あ
る
ク
ル
ド
系
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
の

メ
ン
バ
ー
一
〇
〇
名
を
拉
致
し
、
拷
問

を
加
え
る
な
ど
、
残
忍
な
手
口
を
使
っ

て
そ
の
殲
滅
を
目
指
し
た
（
ア
ル
・
モ
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トルコにおいて伸張する「イスラーム国」―その起源と構成―

ニ
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
三
日

付
、http://w

w
w

.al-m
onitor.com

/
pulse/originals/2012/al-m

onitor/
hizbullah-turkey-islam

ist.htm
l

）。

ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
に
と
っ
て
、

Ｐ
Ｋ
Ｋ
は
「
近
い
敵
」
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
ラ
イ
バ
ル

で
も
あ
り
、
両
者
の
抗
争
は
激
化
し
、

約
七
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー

の
会
合
に
は
少
な
く
と
も
五
万
人
の
参

加
者
が
集
ま
る
な
ど
、
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
、

バ
ト
マ
ン
県
、
ビ
ト
リ
ス
県
、
デ
ィ
ヤ

ル
バ
ク
ル
県
な
ど
限
ら
れ
た
一
部
の
地

域
で
民
衆
か
ら
の
支
持
が
厚
か
っ
た
。

　

ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
一
連
の

幹
部
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
そ
の
影
響
力
が
低
下

し
、
現
在
の
活
動
の
中
心
は
二
〇
一
二

年
に
発
足
し
た
ス
ン
ナ
派
ク
ル
ド
人
の

政
党
で
あ
る
「
神
の
党
」（H

uda 
Par

）
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
活
動
に

特
化
し
た
「
神
の
党
」
は
、
ト
ル
コ
・

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
最
終
的
な
あ
る
べ
き

形
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
武
装
闘
争

を
展
開
し
て
い
た
戦
闘
員
た
ち
は
い
ま

だ
に
地
下
に
潜
伏
し
て
い
る
か
、
Ｉ
Ｓ

へ
加
わ
っ
て
い
る
と
す
る
見
方
が
強
い
。

ま
た
、「
神
の
党
」
と
Ｈ
Ｄ
Ｐ
と
の
衝

突
も
二
〇
一
四
年
一
〇
月
の
コ
バ
ニ
で

の
Ｉ
Ｓ
と
ク
ル
ド
勢
力
の
戦
闘
に
端
を

発
す
る
Ｈ
Ｄ
Ｐ
の
抗
議
活
動
以
降
、
頻

繁
に
起
こ
っ
て
い
る
（『
フ
ォ
ー
リ
ン
・

ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌
（
ウ
ェ
ブ
版
）、

二
〇
一
五
年
五
月
四
日
付
、https://

w
w

w
.foreignaffairs.com

/articles/
turkey/2015-05-04/turkeys-other-
kurds

）。
Ｈ
Ｄ
Ｐ
共
同
党
首
の
デ
ミ

ル
タ
シ
ュ
は
六
月
五
日
の
爆
破
事
件
後
、

ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
仕
業
で
あ

る
と
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
を
名
指

し
で
批
判
し
て
い
る
。

●
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
の
幹
部
と
Ｉ
Ｓ
の

活
動
地
域

⑴�
イ
ル
ハ
ミ
・
バ
ル
と
ユ
ヌ
ス
・
ド
ゥ

ル
マ
ズ

　

ト
ル
コ
の
Ｉ
Ｓ
に
お
い
て
、「
ド
ク

マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の
中
心
は

リ
ク
ル
ー
タ
ー
で
あ
る
ド
ク
マ
ジ
ュ
で

あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
あ
く
ま
で
リ
ク

ル
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
実
行
犯
に
指
示
を

出
す
存
在
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、「
ド

ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
や
ク
ル

ド
系
Ｉ
Ｓ
を
操
る
の
は
誰
な
の
か
。
そ

の
人
物
は
、「
エ
ブ
ー
ベ
キ
ル
」
と
い

う
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
持
つ
バ
ル
で
あ
る
。

バ
ル
は
、
Ｉ
Ｓ
が
ト
ル
コ
を
攻
撃
し
た

ほ
と
ん
ど
の
作
戦
を
指
示
し
た
人
物
と

さ
れ
る
。「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ
ル

ー
プ
」
に
よ
る
一
連
の
自
爆
テ
ロ
、
警

察
と
国
家
情
報
局
（M

illî İstihbarat 

T
eşkilatı

：M
İT

）
が
未
然
に
防
い
だ

と
い
わ
れ
る
三
三
の
自
爆
テ
ロ
、

二
〇
一
五
年
三
月
に
三
人
の
イ
ギ
リ
ス

人
女
子
が
ト
ル
コ
を
経
由
し
、
Ｉ
Ｓ
へ

と
渡
っ
た
事
件
な
ど
、
す
べ
て
の
背
後

に
バ
ル
が
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

（『
ハ
ベ
ル
テ
ュ
ル
ク
』
紙
、
二
〇
一
五

年
一
〇
月
二
八
日
付
、http://w

w
w

.
h

ab
ertu

rk
.com

/g
u

n
d

em
/

haber/1145707-beni-bulm
ak-

isteyen-buraya-gelir-adresim
-

belli

）。
ハ
タ
イ
県
出
身
で
一
九
八
二

年
生
ま
れ
の
バ
ル
は
「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ

ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の
若
者
た
ち
と
異
な

り
、
過
激
派
と
し
て
の
経
験
が
長
い
。

二
〇
〇
二
年
に
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
の
一

員
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
年

間
の
獄
中
生
活
を
経
験
す
る
と
と
も
に
、

M
İT

の
監
視
対
象
に
な
っ
た
。

二
〇
一
二
年
に
シ
リ
ア
に
渡
り
、
ま
ず
、

ヌ
ス
ラ
戦
線
に
入
っ
た
後
、
Ｉ
Ｓ
に
渡

っ
た
（『
ヒ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
デ
イ
リ
ー
・

ニ
ュ
ー
ス
』
紙
、
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
一
日
付
、http://w

w
w

.hurriyet
d

aily
n

ew
s.com

/tu
rk

ish
- 

isil-leader-gave-orders-for-m
ajor-

blasts-intelligence-reveals.aspx?P
ageID

=238&
N

ID
=92380&

N
ew

sC
atID

=341

）。
内
務
省
の
危
険
人
物
リ

ス
ト
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｓ
関
係
者
で
は

ド
ク
マ
ジ
ュ
と
並
び
、
バ
ル
は
最
も
危

険
な
赤
色
リ
ス
ト
の
な
か
に
名
を
連
ね

た
。
二
〇
一
五
年
一
二
月
ま
で
ガ
ズ
ィ

ア
ン
テ
プ
県
付
近
で
活
動
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
Ｉ
Ｓ
の
拠
点
で
あ
る
ラ
ッ
カ

に
呼
び
戻
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
人
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
八

日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
目
抜
き
通
り
で

あ
る
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
ル
通
り
で
起
き

た
テ
ロ
の
首
謀
者
と
さ
れ
、
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
さ
れ
た
危
険
人
物
リ
ス
ト
で
赤
色

リ
ス
ト
に
加
わ
っ
た
の
が
ガ
ズ
ィ
ア
ン

テ
プ
県
出
身
の
ユ
ヌ
ス
・
ド
ゥ
ル
マ
ズ

（Y
unus D

urm
az

）
で
あ
る
。
ド
ゥ

ル
マ
ズ
は
三
月
の
テ
ロ
だ
け
で
は
な
く
、

一
〇
月
の
ア
ン
カ
ラ
で
の
テ
ロ
、
そ
し

て
二
〇
一
六
年
一
月
一
二
日
に
イ
ス
タ

ン
ブ
ル
の
観
光
名
所
の
ブ
ル
ー
モ
ス
ク

の
近
く
で
発
生
し
、
ド
イ
ツ
人
を
中
心

に
一
〇
名
の
外
国
人
観
光
客
が
死
亡
し

た
爆
破
テ
ロ
の
計
画
を
練
っ
た
人
物
と

み
ら
れ
て
い
る
。
ト
ル
コ
政
府
は

二
〇
一
五
年
一
一
月
に
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ

プ
で
Ｉ
Ｓ
掃
討
作
戦
を
実
施
し
、
ド
ゥ

ル
マ
ズ
は
取
り
逃
が
し
た
も
の
の
、
彼

の
所
有
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
を
押
収
し

た
。
そ
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
に
ア
ン
タ
ル
ヤ
で

開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
を
狙
っ
た
テ
ロ
計
画
、

さ
ら
に
ト
ル
コ
人
、
ク
ル
ド
人
、
ト
ル

コ
マ
ン
人
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
教
徒
の
対
立

を
煽
り
、
内
戦
を
起
こ
さ
せ
る
計
画
に

13_分析リポート.indd   45 16/07/04   10:32



アジ研ワールド・トレンド No.250（2016. 8） 46

関
す
る
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
赤
色
リ
ス
ト
に
名
を

連
ね
る
幹
部
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
組
織
の

活
動
を
統
括
す
る
バ
ル
、
リ
ク
ル
ー
タ

ー
で
あ
る
ド
ク
マ
ジ
ュ
、
そ
し
て
テ
ロ

攻
撃
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
ド
ゥ
ル
マ

ズ
、
と
い
う
よ
う
に
そ
の
役
割
分
担
が

明
確
で
あ
る
。

⑵�

Ｉ
Ｓ
の
兵
站
線
と
し
て
の
キ
リ
ス
県

と
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
県

　

Ｉ
Ｓ
が
主
に
ト
ル
コ
へ
の
出
入
国
で

使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

が
、
ジ
ャ
ラ
ー
ブ
ル
ス
と
ガ
ズ
ィ
ア
ン

テ
プ
県
の
間
の
国
境
と
、
ア
ル
・
ラ
イ

と
キ
リ
ス
県
の
間
の
国
境
の
二
カ
所
で

あ
る
。
ト
ル
コ
政
府
が
二
〇
一
五
年
に

拘
束
し
た
Ｉ
Ｓ
に
関
連
す
る
外
国
人
戦

闘
員
は
九
一
三
人
で
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
中
国
人
の
三
二
四
人
、
次
い
で
ロ

シ
ア
人
の
九
九
人
、
三
番
目
は
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
八
三
人
と
な
っ
て
い
る（『
ヒ

ュ
リ
エ
ッ
ト
・
デ
イ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
』

紙
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
付
、

http://w
w

w
.hurriyetdailynew

s.
com

/m
ost-isil-m

em
bers-detained-

on-turkish-border-com
e-from

-
china.aspx?pageID

=238&
nID

=92
386&

N
ew

sCatID
=352

）。
拘
束
し

た
戦
闘
員
の
出
身
国
は
五
七
カ
国
に
も

の
ぼ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
四
七
八
人

は
シ
リ
ア
か
ら
ト
ル
コ
へ
入
る
際
に
、

四
三
五
人
は
ト
ル
コ
か
ら
シ
リ
ア
へ
入

る
際
に
拘
束
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
キ

リ
ス
県
の
エ
ル
ベ
イ
リ
地
区
で
拘
束
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
夏
に
ト
ル
コ

と
シ
リ
ア
の
国
境
間
に
壁
が
建
設
さ
れ

始
め
る
ま
で
は
、
多
く
の
人
々
が
国
境

を
往
来
し
て
い
た
。

　

キ
リ
ス
県
と
と
も
に
Ｉ
Ｓ
が
通
路
と

し
、
ト
ル
コ
で
の
作
戦
の
拠
点
を
構
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
ガ
ズ

ィ
ア
ン
テ
プ
県
で
あ
る
。
ア
ン
カ
ラ
の

テ
ロ
の
際
に
運
転
手
を
務
め
た
ハ
リ

ル
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ド
ゥ
ル
ガ
ン
等
も

ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
に
潜
伏
し
て
お
り
、

一
一
月
一
四
日
に
警
察
と
の
銃
撃
戦
の

末
、
ド
ゥ
ル
ガ
ン
は
自
爆
し
て
死
亡
し

た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
の
テ
ロ
活
動
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と

⑹
、
自
爆
テ
ロ

に
使
わ
れ
る
ベ
ス
ト
は
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ

プ
県
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
四

年
に
ト
ル
コ
警
察
が
三
三
枚
の
自
爆
用

の
ベ
ス
ト
を
キ
リ
ス
県
と
ガ
ズ
ィ
ア
ン

テ
プ
県
で
押
収
す
る
ま
で
、
自
爆
用
ベ

ス
ト
は
シ
リ
ア
で
製
造
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
押
収
さ
れ
た
後
は
ト
ル
コ
国

内
で
の
製
造
に
切
り
替
え
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
は
実
行
し
た
テ
ロ
以
外

に
、
製
造
し
た
ベ
ス
ト
を
、
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
の
Ｈ
Ｄ
Ｐ
の
事
務
所
へ
の
テ
ロ
、

Ｇ
20
の
襲
撃
と
い
っ
た
未
遂
に
終
わ
っ

た
計
画
に
も
使
用
を
検
討
し
て
い
た
。

●
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
出
身

者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
ド
ク
マ
ジ

ュ
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
」
の
活
動
、
ビ
ン

ギ
ョ
ル
県
に
お
け
る
過
激
派
の
ル
ー
ツ
、

ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
の
幹
部
と
そ
の
活
動
地
域

を
概
観
し
、
ト
ル
コ
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
の

起
源
と
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
以
下
の

諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ

ン
県
と
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
の
若
者
が
Ｉ
Ｓ

に
引
き
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
失
業
率
、

現
状
へ
の
不
満
と
い
っ
た
構
造
的
な
問

題
が
背
景
に
あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
ム
ス
リ
ム
が
外
国
人
戦
闘
員
と
し

て
Ｉ
Ｓ
へ
渡
る
動
機
と
共
通
す
る
。
第

二
に
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
県
と
ビ
ン
ギ
ョ

ル
県
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
の
若
者
へ
の
巧
み

な
勧
誘
方
法
で
あ
る
。
第
三
に
、
ビ
ン

ギ
ョ
ル
県
に
は
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ

ー
の
影
響
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
お
り
、

関
連
す
る
人
物
が
Ｉ
Ｓ
に
渡
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
第
四
に
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン

県
と
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
か
ら
Ｉ
Ｓ
へ
向
か

う
若
者
た
ち
は
確
か
に
実
行
犯
で
あ
る

が
、そ
の
背
後
に
い
る
の
は
イ
ル
ハ
ミ
・

バ
ル
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ド
ク
マ
ジ
ュ
、

ユ
ヌ
ス
・
ド
ゥ
ル
マ
ズ
と
い
っ
た
「
真

の
テ
ロ
リ
ス
ト
」
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら

の
主
な
敵
は
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
逮
捕

さ
れ
て
き
た
ト
ル
コ
政
府
で
あ
り
、
彼

ら
に
と
っ
て
は
ト
ル
コ
政
府
を
脅
威
に

陥
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
大
義

名
分
は
ト
ル
コ
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
で
も

ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
で
も
Ｉ
Ｓ
で
も
構
わ

な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ト
ル

コ
Ｉ
Ｓ
は
①
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
出
身
の
若

者
か
ら
成
る
「
ド
ク
マ
ジ
ュ
ラ
ル
・
グ

ル
ー
プ
」、
②
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
出
身
で

イ
ス
ラ
ー
ム
に
傾
倒
す
る
ク
ル
ド
人
、

③
組
織
を
統
括
す
る
幹
部
た
ち
、
と
い

う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
で
き
る

（
図
２
参
照
）。

　

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
の
パ
リ

同
時
多
発
テ
ロ
、
二
〇
一
六
年
三
月

二
二
日
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
連
続
テ
ロ
事

件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｓ
は
こ
れ

ま
で
の
「
近
い
敵
」、
す
な
わ
ち
中
東

地
域
の
政
府
や
非
政
府
組
織
を
狙
う
戦

略
か
ら
「
遠
い
敵
」
で
あ
る
欧
米
諸
国

を
狙
う
戦
略
に
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
が
二
〇
一
六

年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
起
こ
し
た
二
つ

の
テ
ロ
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の

テ
ロ
は
明
確
に
観
光
客
を
狙
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト
ル
コ
軍
と
Ｉ
Ｓ

本
隊
と
の
衝
突
も
キ
リ
ス
県
の
国
境
付

近
で
二
〇
一
六
年
四
月
以
降
、
激
化
し

て
い
る
。こ
れ
は
ト
ル
コ
南
東
部
の「
シ

リ
ア
化
」、
も
し
く
は
戦
場
が
ト
ル
コ
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トルコにおいて伸張する「イスラーム国」―その起源と構成―

南
部
に
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
の
犯
人
た
ち

も
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
経
由
で
ト
ル
コ
に

入
っ
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
ト
ル
コ
Ｉ

Ｓ
が
彼
ら
を
ギ
リ
シ
ャ
国
境
付
近
ま
で

エ
ス
コ
ー
ト
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
公

開
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
容
易
で

は
な
い
が
、
さ
ら
に
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
が
ラ

ッ
カ
の
Ｉ
Ｓ
本
隊
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
活
動
す
る
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
と
ど

の
よ
う
な
接
触
が
あ
っ
た
の
か
を
考
察

す
る
こ
と
で
Ｉ
Ｓ
の
世
界
戦
略
に
お
い

て
ト
ル
コ
Ｉ
Ｓ
、
そ
し
て
ト
ル
コ
と
い

う
場
所
が
持
つ
役
割
が
よ
り
明
確
に
な

る
だ
ろ
う
。

※
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
に
ガ
ズ
ィ

ア
ン
テ
プ
県
で
ユ
マ
ス
・
ド
ゥ
ル
マ
ズ

の
潜
伏
先
に
警
察
の
家
宅
捜
査
が
入
り
、

ド
ゥ
ル
マ
ズ
は
自
爆
し
て
死
亡
し
た
。

（
い
ま
い　

こ
う
へ
い
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴�

Ｔ
Ａ
Ｋ
は
都
市
部
で
の
テ
ロ
活
動
を

特
徴
と
し
、
二
〇
〇
五
年
に
観
光
地

で
あ
る
ク
シ
ャ
ダ
シ
ュ
、
二
〇
〇
六

年
に
マ
ラ
ト
ゥ
ヤ
、
二
〇
一
〇
年
に

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
そ
し
て
二
〇
一
五

年
一
二
月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
サ
ビ

ハ
ギ
ョ
ク
チ
ェ
ン
空
港
で
テ
ロ
を
実

行
し
て
い
る
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
に
関
し
て
は
、

た
と
え
ば
、M

ahm
ut Bozarslan, 

"W
ho Is T

A
K

 and W
hy D

id It 
A

ttack A
nkara?" A

l-M
onitor, 

29 February, 2016.

⑵�

「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
に
は
ダ
ー
イ
シ

ュ
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ (Islam

ic State in 
Iraq and the Levant) 

な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
呼
称
が
あ
る
。
本
稿
で
は
ひ

と
ま
ず
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
と
い
う

呼
称
に
統
一
す
る
。「
イ
ス
ラ
ー
ム

国
」
の
呼
称
に
関
し
て
は
、
中
東
調

査
会
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
モ
ニ
タ
ー

班
『「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」
の
生
態
が

わ
か
る
45
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
明
石
書

店
、
二
〇
一
五
年
、
五
〇
～
五
二
ペ

ー
ジ
。
ト
ル
コ
語
で
は
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の

ト
ル
コ
語
訳
で
あ
るIrak ve Şam

 
İslam

 D
evleti 

を
簡
略
化
し
た

IŞİD

（
ウ
シ
ッ
ド
）、
も
し
く
は
ダ

ー
イ
シ
ュ
が
使
わ
れ
て
い
る
。

⑶�

た
だ
し
、
ア
ド
ゥ
ヤ
マ
ン
か
ら
Ｉ
Ｓ

に
渡
っ
た
若
者
の
人
数
に
関
し
て
は
、

一
〇
数
名
と
い
う
も
の
か
ら
五
〇
〇

名
に
至
る
ま
で
証
言
が
あ
り
、
正
確

な
数
字
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

⑷�

議
員
団
は
、
Ｃ
Ｈ
Ｐ
党
副
党
首
の
ヴ

ェ
リ
・
ア
ー
バ
バ
、
ア
ン
カ
ラ
選
出

の
ネ
ジ
ャ
テ
ィ
・
ユ
ル
マ
ズ
と
シ
ェ

ナ
ル
・
サ
ル
ハ
ン
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

選
出
の
ア
リ
・
シ
ェ
ケ
ル
と
エ
レ
ン
・

エ
ル
デ
ム
、
ガ
ズ
ィ
ア
ン
テ
プ
県
選

出
の
メ
フ
メ
ッ
ト
・
ギ
ョ
ク
ダ
ー
か

ら
構
成
さ
れ
た
。

⑸�

ト
ル
コ
統
計
局
の
最
も
新
し
い

二
〇
一
四
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

自
殺
率
が
最
も
高
い
の
は
ト
ゥ
ン
ジ

ェ
リ
県
、
次
い
で
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
、

エ
デ
ィ
ル
ネ
県
、
シ
ノ
プ
県
、
ク
ル

シ
ェ
ヒ
ル
県
と
な
っ
て
い
る
。

("İntihar İstatistikleri, 2014" 
http://w

w
w

.tuik.gov.tr/
P

re
H

a
b

e
rB

u
lte

n
le

ri.
do?id=18626)

。
ま
た
、
二
〇
一
三

年
の
デ
ー
タ
で
も
ビ
ン
ギ
ョ
ル
県
は

三
番
目
と
な
っ
て
い
る("İntihar 

İstatistikleri, 2013" http://
w

w
w

.t
u

ik
.g

o
v

.t
r

/ 
P

re
H

a
b

e
rB

u
lte

n
le

ri.
do?id=16049)

。

⑹�

テ
ロ
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
五

年
七
月
二
四
日
ト
ル
コ
首
相
府
の
傘

下
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
ア
フ
メ

ッ
ト
・
ダ
ー
ヴ
ト
オ
ー
ル
首
相
（
当

時
）
は
「
ト
ル
コ
国
内
の
す
べ
て
の

テ
ロ
を
根
絶
や
し
に
」
す
る
こ
と
を

設
置
の
目
的
と
し
て
掲
げ
た
。
Ｉ
Ｓ
、

Ｐ
Ｋ
Ｋ
だ
け
で
な
く
、
革
命
主
義
者

人
民
解
放
党
（D

evrim
ci H

alk 
K

urtuluş P
artisi-C

ephesi: 
D

H
K

P-C

）
に
代
表
さ
れ
る
極
右
組

織
も
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
し
て
い

る
。
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図 2　トルコ・IS の構成

（出所）筆者作成。

幹部

ドクマジュラル
グループ

親イスラーム
過激派クルド人

13_分析リポート.indd   47 16/07/04   10:32


